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第１章 作業事故実態及び要因分析調査
Ⅰ 調査手法
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◼ 我が国の農業、林業、木材産業、漁業、食品産業の５分野における作業事故について、
農林水産省提供資料等をもとに、類型化・分析の上、対策を検討する。（➡「Ⅱ 分野別分析」）

◼ 各分野の調査対象データの比較も踏まえ、効果的な事故情報収集分析方法等について検討する。
（ ➡ 「Ⅲ データ収集方法に関する検討」）

作業事故実態及び要因調査 概要

各分野の提供資料と調査の流れ

農業

林業

木材産業

漁業

食品産業

Ⅱ 分野別分析
各分野の調査対象データについて
分類情報の整理作業を実施し
（次頁参照）全体的な発生状況の
把握及び典型事例の類型化を行う。
また、分析結果をもとに事故発生を
防ぐための対策を検討する。

Ⅲ データ収集方法に関する検討
事故情報の収集・分析体制について、「①事故発生の認知」「②概要情報の把握」「③事故情報の共有」「④専門家による原因究明」の各ステップについ
て比較検討

農水省調べ
（農作業事故報告書）

林業労働災害発生報告書（林
野庁）

厚労省死傷病等報告
原本写し

国交省運輸安全委員会
（船舶事故報告書）

厚労省死傷病等報告
原本写し

平成29年-
令和元年

平成29年-
令和元年

（調整中）

平成27年-
令和元年

（調整中）

死亡 343件
傷病 184件
計 527件

死亡 128件

死亡 10件
傷害 1,151件

うち100件程度抽出

死亡 77件
傷病 287件
計 364件

死亡 16件
傷害 7,953件

うち100件程度抽出

出典 対象年 件数

国有林請負事業災害報告書 令和元年度 死亡・傷害 計111件
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◼ 分析手法は、既存の与えられたデータのなかから、農業、林業、木材産業、漁業、食品産業の5分
野ごとに、分析対象とする作業事故データの中から事故発生状況を示す分類情報を整理する。

◼ テキストデータに埋もれている分類情報についても要素を抽出する。

「Ⅱ 分野別分析」におけるデータ分類情報

いつ発生
したのか

だれが被災
したのか

どこで
発生したのか

なにが発生
したのか

どのように
して発生した

のか

事故
状況

• 都道府県
• 事故発生場所

• 被災者業種
• 被災者年齢
• 被災者経験年数
• 被災者所属経営体

• 起因物
• 事故の型

• 作業種類
• 誘因事象

• 事故発生月
• 事故発生時間
• 天候

なぜ発生したのか（4M分析）

• 人的要因
• 物的要因
• 環境的要因
• 管理的要因

分析対象データから抽出される分類情報
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◼ 「Ⅱ 分野別分析」では、調査対象データの分類情報をもとに下記の手順で分析を進める。

「Ⅱ 分野別分析」における分析手順

概況整理

主要な
事故類型
の抽出

事例化

原因分析

対策検討

1 全体概況

主要な事故類型について、「作業種類」「誘因事象」の観点
から詳細な事故状況を分析し、典型事例として整理

「いつ」「どこで」「だれが」といった基礎的な項目から全体概況を整理

各典型事例につき、テキストから抽出される要因を4M
（人、物、環境、管理）の観点からリストアップ

事例化及び原因分析から見える対策の方向性について検討

分析手順と「Ⅱ 分野別分析」の各章との対応

2 起因物×事故の型

3 典型事例の分析

4 原因分析

5 対策

主要な事故類型から外れた事故について、
事例を一覧化

6 その他の事故事例

「起因物」×「事故の型」でクロス集計し、主要な事故類型を抽出

分析に用いる分類情報
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◼ 「起因物」×「事故の型」で類型化される事故に対し、「作業種類」×「誘因事象1」による分類を行い
典型事例として整理する。更にその原因を4つの観点（人、物、環境、管理）から分析する。

◼ 事例化及び原因分析により事故発生に至る経緯を捉えた上で、対策検討を行う。

典型事例の抽出、原因分析及び対策検討の考え方

起因物作業種類 誘因事象 事故の型

乗用型トラクターで圃場出入り時に
路肩に乗り上げ/

脱輪し
機体が転落した

事例化と原因分析による対策検討の考え方

原因

後進時の不注意のため

傾斜地のため

人

環

• 後方確認を十分に行うよう
啓発を徹底する

• 路肩整備により、路肩の視認性を高める
• 路面整備により、走りやすくする

• 路肩乗り上げ時の横倒れを防止する機構を
乗用型トラクターに持たせる

• 安全フレーム装備やシートベルト着用啓発
により事故の重大化を予防する

原因となる欠陥を防ぐ 誘因事象の発生を防ぐ 誘因事象から事故への発展を防ぐ

事故発生に至る経緯を整理することで、各段階において事故発生を防止するための対策及び実現可能性を検討する

1 事故発生のきっかけとなる事象を類型化したもの

（例）

（例）

• 環境リスクアセスメント、
危険予知

人

環

3 典型事例の分析4 原因分析 2 起因物×事故の型

5 対策

事例化

対策検討

原因分析
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